
た
。
「
一
九
七
二
年
九
月
、
北
京
で
、

田
中
角
栄
首
相
・
大
平
正
芳
外
相
と
中

国

（中
華
人
民
共
和
国
）
の
周
恩
来
首

相
・
姫
鵬
飛
外
相
と
が
調
印
し
た
声

明
。
日
中
の
国
交
回
復
を
表
明
し
た
」
。

事
実
の
坦
々
た
る
解
説
で
違
和
感
は
な

い
。
し
か
し
、

1
9
9
8
年
の
第
5
版

で
は
「
日
本
は
中
華
人
民
共
和
国
を
唯

一
の
正
統
政
権
と
認
め
、
台
湾
が
こ
れ

に
帰
属
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
中
国
は

賠
償
請
求
を
放
棄
し
た
」
に
変
更
さ
れ

こ
。

t
 台

湾
が
中
国
に
帰
属
す
る
こ
と
を
日

本
が
承
認
し
た
と
は
、
日
中
共
同
声
明

の
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「日

本
李
登
輝
友
の
会
」
は
記
述
訂
正
を
岩

波
書
店
に
求
め
た
の
だ
が
、

2
o
l
l

年
の
第

6
版
重
版
に
お
い
て
、
「
中
華

人
民
共
和
国
を
唯
一
の
正
統
政
府
と
承

認
し
、
台
湾
が
こ
れ
に
帰
属
す
る
こ
と

を
実
質
的
に
認
め
、
中
国
は
賠
償
請
求

日本は同意していない
「台湾は中国の一部」
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中
国
に
よ
る
覇
権
掌
握
へ
の
野
望

は
、
こ
の
野
望
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
長

期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
も
の
だ
と
わ

れ
わ
れ
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
中
国
に
よ
る
覇
権
掌
握
へ
の
最
初

の
、
そ
し
て
最
後
ま
で
つ
づ
く
重
要
な

課
題
が
、
台
湾
問
題
で
あ
る
。
中
国
が

国
共
内
戦
を
経
て
国
家
統
一
へ
と
向
か

う
過
程
で
、
唯
一
取
り
残
し
た
地
域
が

台
湾
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
祖
国
統
一
」

は
中
国
に
と

っ
て
未
完
の
テ
ー
マ
で
あ

り
、
「
台
湾
統
一
」
が
中
国
に
と
っ
て
の

「
核
心
的
利
益
」
の
、
そ
の
ま
た
中
心
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
共
産
党

政
権
に
と
っ
て
は
理
の
当
然
で
あ
る
。

対
中
協
調
も
対
中
配
慮
も
、
あ
の
大

国
と
の
関
係
を
御
し
て
い
く
た
め
に
は

を
放
棄
し
た
」
と
な
っ
た
。
「
実
質
的

に
」
が
挿
入
さ
れ
、
現
在
発
売
中
の
第

7
版
で
も
こ
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。つ

い
で
な
が
ら
、
同
版
の
「
中
華
人

民
共
和
国
」
の
項
を
引
い
て
み
る
と
、

中
国
行
政
区
分
地
図
が
付
さ
れ
、
台
湾

が
中
国
の

26
番
目
の
省
「
台
湾
省
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
つ

い
で
な
が
ら
、
「
台
湾
」
の
項
目
を
引

い
て
み
る
と
、
何
と
「
日
清
戦
争
の
結

果
一
八
九
五
年
日
本
の
植
民
地
と
な

り
、
一
九
四
五
年
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ

て
中
国
に
復
帰
」
し
た
と
あ
る
。
歴
史

的
事
実
を
ま
る
で
顧
慮
す
る
こ
と
の
な

い
こ
ん
な
記
述
を
、
広
辞
苑
が
記
載
し

て
括
然
た
り
で
あ
る
。

日
中
共
同
声
明
に
は
、
台
湾
が
中
国

の
二
六
番
目
の
省
で
あ
る
と
は
ま
っ
た

く
書
か
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
敗
戦
に

よ
っ
て
台
湾
が
中
国
に
復
帰
し
た
と
い

何
を
合
意
し
、

何
を
合
意
し
な
か
っ
た
か

時
に
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
と
台
湾

の
帰
趨
に
つ
い
て
は
、
法
理
に
厳
粛
に

添
い
、
原
則
に
も
と
づ
く
外
交
を
譲
っ

て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
を
譲
れ
ば
、
日

本
の
対
中
外
交
の
扇
の
要
が
崩
れ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
。

現
在
の
日
中
関
係
の
基
点
は
、

1
9

7

2
年
の
「
日
中
共
同
声
明
」
で
あ

る
。
そ
こ
で
何
が
合
意
さ
れ
、
何
が
合

意
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
、
つ
ね
に
立

ち
返
り
な
が
ら
報
道
に
当
た
る
。
そ
う

い
う
姿
勢
を
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岩
波
書
店
と
い
え
ば
、
日
本
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
老
舗
で
あ
る
。
そ
の
岩

波
の
広
辞
苑
と
い
え
ば
、
日
本
語
の
用

語
の
原
典
的
な
意
味
を
も
つ
辞
書
で
あ

る
。
こ
の
辞
書
に
「
日
中
共
同
声
明
」

の
項
が
初
め
て
記
載
さ
れ
た
の
は
、

1

9
9
1
年
の
第
4
版
初
刷
に
お
い
て
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い

う
の
も
、
記
述
の
誤
り
で
あ
る
。
「日

本
国
は
台
湾
及
び
彬
湖
諸
島
に
対
す
る

す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を

放
棄
す
る
」
と
い
う
の
が
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
2
条

(
b
)
項

の
記
述
で
あ
る
。
広
辞
苑
は
こ
の
国
際

法
を
無
視
し
て
い
る
。

上
述
の
広
辞
苑
問
題
に
つ
い
て
は
、

各
紙
誌
が
報
じ
て
は
い
た
が
、
い
ず
れ

も
本
格
的
な
論
調
で
は
な
か
っ
た
。
各

紙
誌
も
、
台
湾
に
つ
い
て
は
関
心
が
薄

い
の
か
、
そ
う
で
な
く
と
も
大
抵
は
岩

波
書
店
の
記
述
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
産
経
新
聞
の
み
が
、
「
正

論
」
欄
で
「
広
辞
苑
の
台
湾
記
述
は
誤

り
で
あ
る
」
と
い
う
拙
論
を
約
2
千
字

の
紙
幅
を
使
っ
て
報
じ
て
く
れ
た
。
担

当
記
者
の
慧
眼
に
深
く
感
謝
し
て
い

る
。く

ど
い
よ
う
だ
が
、
現
代
の
日
中
関

係
の
基
点
は

1
9
7
2
年
の
日
中
共
同
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も
っ
と
も
、
最
近
の
中
国
が
「
一
っ

の
中
国
」
を
主
張
す
る
場
合
の
論
拠
は
、

「
1
9
9
2
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

（九
二

共
識
）
と
い
わ
れ
る
も
の
に
あ
る
。
九

二
共
識
と
は
、
台
湾
の
窓
口
機
関
「
海

峡
交
流
基
金
会
」
と
中
国
側
の
窓
口
機

関
「
海
峡
両
岸
関
係
協
会
」
と
の
香
港

協
議
に
お
い
て
、
双
方
が
「

―
つ
の
中

国」

（
一
個
中
国
）
の
原
則
を
守
る
も

の
の
、
台
湾
側
は
そ
の
解
釈
は
双
方
異

な
る

（各
自
表
述
）
と
し
、
中
国
側
は

文
字
通
り
の
一
個
中
国
を
堅
持
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
カ
イ
ロ
宣
言
と
同
じ
く
こ

こ
で
も
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
。
香
港

協
議
当
時
の
総
統
で
あ
っ
た
李
登
輝
氏

「
九
二
共
識
」
と
い
う
幻

承
認
も
同
意
も
し
よ
う
が
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

雑
誌

『正
論
』
は
、
日
中
共
同
声
明

発
表
か
ら
40
年
を
経
た

2
0
1
2
年
9

月
に
特
別
号
を
組
み
、
そ
の
総
タ
イ
ト

ル
を
「
日
中
国
交
40
年
汚
辱
と
背
信

の
系
譜
」
と
し
て
出
版
し
た
。
私
も
こ

の
号
に
「
か
く
も
深
き
禍
根
台
湾
ー

国
交
正
常
化
の
巨
大
な
損
失
」
と
題
す

る
論
文
を
執
筆
す
る
機
会
を
得
た
。

日
中
共
同
声
明
は
こ
う
い
う
。
「中

華
人
民
共
和
国
は
、
台
湾
が
中
華
人
民

共
和
国
の
領
土
の
不
可
分
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
重
ね
て
表
明
す
る
。
日
本
国

政
府
は
、
こ
の
中
華
人
民
共
和
国
政
府

の
立
場
を
十
分
理
解
し
、
尊
重
し
、
ポ

基
点
と
な
る
日
中
共
同
声
明

声
明
に
あ
り
、
こ
こ
で
何
が
合
意
さ

れ
、
何
が
合
意
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

そ
こ
に
で
き
る
だ
け
周
到
な
理
解
が
必

要
で
あ
る
。

ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
の
基
づ
く
立
場
を

堅
持
す
る
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
と
は
、
「
カ
イ
ロ

宣
言
ノ
条
項
ハ
履
行
セ
ラ
レ
ベ
ク
又
日

本
国
ノ
主
権
ハ
本
州
、
北
海
道
、
九
州

及
ビ
四
国
並
二
吾
等
ノ
決
定
ス
ル
小
島

二
極
限
セ
ラ
ル
ベ
シ
」
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
宣
言
と
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
蒋
介
石
が
昭
和
18

年

(1
9
4
3
)
11
月
に
カ
イ
ロ
で
行

っ
た
会
談
後
に
発
表
さ
れ
た
声
明
だ
、

と
い
わ
れ
る
。
カ
イ
ロ
宣
言
は
次
の
よ

う
に
記
す
。
「
満
州
、
台
湾
及
ビ
彰
湖

島
ノ
如
キ
日
本
国
ガ
清
国
人
ヨ
リ
盗
取

シ
タ
ル

一
切
ノ
地
域
ヲ
中
華
民
国
二
返

還
ス
ル
」
。
カ
イ
ロ
宣
言
は
三
首
脳
の

署
名
さ
え
付
さ
れ
な
い
極
秘
文
書
で
あ

り
、
公
文
書
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な

い
。
日
本
の
領
有
権
放
棄
後
の
台
湾
の

帰
属
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

も
、
香
港
協
議
に
参
加
し
た
海
峡
基
金

交
流
会
理
事
長
の
翠
振
甫
氏
も
、
九
二

共
識
の
存
在
を
そ
も
そ
も
認
め
て
い
な

い
。
多
分
に
「
幻
の
合
意
」
な
の
だ

が
、
そ
ん
な
こ
と
に
意
を
介
す
る
中
国

で
は
な
い
。

一
個
中
国
と
い
う
幻
の
合

意
だ
け
が
、
中
国
の
強
引
な
独
自
解
釈

に
よ
っ
て
、
い
つ
の
間
に
や
ら
確
定
的

な
合
意
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
「
政
治

化
」
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
九
二
共
識
は
、
所
詮
は

中
台
双
方
の
問
題
で
あ

っ
て
、
日
本
が

云
々
す
べ
き
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
一
言

付
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
私
の
論
評
は
産
経
「
正
論
」
欄

に
「
台
湾
の
現
状
維
持
は
後
退
し
な

い」

(2
0
1
6
年
12
月
8
日
付
）
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
。

日
本
は
法
治
社
会
で
あ
る
。
国
内
は

も
と
よ
り
、
特
に
国
際
間
の
取
り
き
め

に
は
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

二
つ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

日
中
共
同
声
明
に
お
い
て
、
日
本
は
中

国
の
立
場
を

「十
分
理
解
し
、
尊
重
」

す
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
日

中
共
同
声
明
の
直
前
に
訪
中
し
た
ニ
ク

ソ
ン
米
大
統
領
が
、
中
国
と
協
議
し
た

う
え
で
「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
と
通
称
さ

れ
る
米
中
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
そ

こ
に
は
こ
う
あ
る
。
「
米
国
は
、
台
湾
海

峡
の
両
岸
の
す
べ
て
の
中
国
人
が
、
中

国
は
た
だ
―
つ
で
あ
り
、
台
湾
は
中
国

の

一
部
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
(a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)
」

で
あ
る
。
日
本
の
「
理
解
し
、
尊
重
」

す
る
は
、
米
国
の
「
認
識
す
る
」
と
同

義
で
あ
り
、
日
本
側
が
中
国
側
の
主
張

を
「
承
認
」
し
た
の
で
も
、
そ
れ
に

「
同
意
」
し
た
の
で
も
な
い
。
そ
の
う

え
、
依
拠
す
べ
き
カ
イ
ロ
宣
言
が
公
文

書
と
し
て
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

い
う
よ
り
、
つ
ね
に
国
際
関
係
の
基
点

に
あ
る
取
り
決
め
に
回
帰
し
つ
つ
、
そ

れ
に
厳
粛
に
向
き
合

っ
て
こ
と
を
論
じ

る
。
こ
の
姿
勢
を
崩
し
て
は
な
ら
な

い
。
日
中
関
係
や
日
台
関
係
を
論
じ
る

場
合
の
基
点
に
位
置
す
る
も
の
は
、
日

中
共
同
声
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
点
と

し
な
い
議
論
は
す
べ
て
が
空
虚
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、

言
説
と
は
い
え
な
い
。

雑
誌
正
論
が
創
刊

45
周
年
を
迎
え

た
。
文
字
通
り
の
正
論
を
吐
く
、
わ
が

国
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
こ
の

月
刊
誌
が
な
お
強
い
生
命
力
を
保
ち
次

代
を
担
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
深
い
敬

意
と
と
も
に
、
心
か
ら
そ
う
祈
念
し
て

祝
意
を
申
し
述
べ
る
。

渡
辺
利
夫
氏

昭
和
14
年
、
山
梨
県
出
身
。
38

年
慶
応
大
学
卒
業
。
東
京
工
業
大
学
名
脊
教
授
。
拓

殖
大
学
学
長
、
総
長
を
歴
任
し
、
現
在
学
事
顧
問
。

日
本
李
登
輝
友
の
会
会
長
も
務
め
る
。
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